
DB751

DB751は真空管プリアンプとMOSFETアウトプットを採用した究極のハイブリッド・ベース・アンプです。
DB750のサウンドを継承しつつ、EQセクション、コントロール・レイアウト、デタッチャブル・ラック・イアー、
冷却ファンを改善しています。
DB751はプレイする音楽を問わない、充分なヘッドルームを備えています。







フロントパネル

①インプット

②-6 ㏈ スイッチ
-6 ㏈のパッド回路が作動して、高出力のベースのゲインを調整します。アクティブ回路搭載のベース等高出力の
ベースを接続する際に使用してください。

③ゲイン
プリアンプ部のゲインをコントロールします。

④ブライト・スイッチ
5-7kHz の周波数帯域に対し5㏈のブーストを加えます。

⑤トレブル・ノブ
4kHz の周波数に対し、+12 ㏈から-7 ㏈の範囲で信号をブースト／カットします。

⑥ミッドレンジ・ノブ
750Hz の周波数に対し、+12 ㏈から-12 ㏈の範囲で信号をブースト／カットします。

⑦ベース・ノブ
40Hz の周波数に対し、+12 ㏈から-12 ㏈の範囲で信号をブースト／カットします。

⑧ディープ・スイッチ
30Hz の周波数帯域に対し5㏈のブーストを加えます。

⑨マスター・ノブ
パワーアンプへの出力を設定します。

⑩クリップ・ライト
　プリアンプがクリップした時に点滅します。ゲインまたは EＱ、あるいはマスター・ボリュームを調節してください。

⑪FXセンド
外部エフェクトへ信号を出力する端子です。

⑫FXリターン
　外部エフェクトから信号を戻す端子です。
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⑬センド
外部エフェクターへ送る信号のレベルを調整します。このポットはプッシュ / プル構造になっており、ライン・レ
ベル、楽器レベルの切り替えが可能となっています。これによりプル・ポジションにてストンプ・ボックス・タイ
プのエフェクターをエフェクト・ループの中で使用することが可能となります。

⑭リターン
外部エフェクターから戻る信号のレベルを調整します。このポットもプッシュ / プル構造になっており、パラレル、
シリアルの切り替えができます。通常のポジションはパラレル接続でリターンしたエフェクト信号はドライ音にミッ
クスされます。プル・ポジションではシリアル接続となり、信号全体にエフェクト効果がかかります。

⑮XLR バランス・アウト
この端子からは -32 ㏈のバランス信号が出力されます。ライブなどでメイン・コンソールへ出力する際に使用し
ます。このアウトプット・レベルはミキサーのプリアンプ部へ入力することを想定したレベルです。PRE-EQ を選
択するとプリアンプ部直後（EQ コントロールの直前）の信号を出力します。この状態でメイン・コンソールでそ
の会場に最適な EQ 調整が可能となります。ステージ上では DB751 で設定した EQ のセッティングを聴くことが
できます。もしメイン・コンソールで DB751 の EQ 設定後の信号を出力することを求められたら POST-EQ を選
択してください。DB751のバランス・アウトでは最高級の Jensen製出力トランスを使用しています。もしグランド・
ノイズが聞こえたらground-lift スイッチを lift 側へ選択してください。

⑯フット・スイッチ
専用フット・スイッチ（FS751 別売）を接続し、ミュート機能が使用できます。

エフェクト・ループ・セクション
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Aguilar DB751の
自己診断および保護機能

DB751 には自己診断および保護機能が搭載されています。本体の電源を投入した
際に STATUS LED（⑲）が約 45 秒間点滅します。この間に下記のパラメータを自己
診断しまた自動的に適正な状態へ調整します。

1. 電源投入時の B+ 高電圧はゆっくりとレベルを上げながらプリ管へ供給され、真空管
へ電流が完全に供給される前に真空管のヒーターが充分温まるように配慮されてい
ます。

2. アンプのアウトプットでの DC オフセットをモニターします。何も検知されなかった場
合（正常な状態）にのみDB751 は自己診断のプロセスを継続します。

3. MOSFET ヒート・シンクの温度を検知します。この場合も正常な温度が検知された
場合にのみ自己診断のプロセスが継続されます。

4. 上記の電圧、オフセット、温度が全て正常であると判断できたときに初めてインプット、
アウトプットのリレーが起動し、OPERATE LED（⑳）が点灯します。このとき
STATUS LED の点滅は止まります。この状態で DB751 は通常に使用可能な状態にな
ります。

5. 上記の自己診断機能はアンプを使用している間絶えずモニターされ続け、ユーザー
の不注意や事故によるアンプまたはスピーカーの破損を防ぎます。問題が発生した
ときには STATUS LED が点滅を始めます。

6. もし電源投入時に STATUS LED がいつまでも点滅を止めない、または使用中に
STATUS LED が点滅を始めた場合はシステムに異常があることを示します。その際
はお買い求めになられた販売店での修理が必要となります。
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